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要旨 
 「学びの共同体」は、授業を協同的で探求的な学びへと変革しようとする授業の改善を
軸とした学校改革の取り組みである。しかしながら、「学びの共同体」の取り組みに関し
ては、授業の方法論として論じられることが多い。また、そこでの子どもの学びの姿を明
らかにすることを中心に研究が進められてきた。しかし、「学びの共同体」は、学校改革
の哲学とヴィジョンである以上、学校改革としての「学びの共同体」いう視点に焦点を当
てる必要がある。本稿では、A 県 B 市で学校改革として「学びの共同体」に取り組む B 市
立 C 中学校の取り組みに焦点をあて、「学びの共同体」における学校改革の実際について
明らかにしようとする。 
 
キーワード 
「学びの共同体」，学校改革，主体的・対話的で深い学び，研修，学校づくり 
 
１. はじめに 
佐藤（2006）が提唱する「学びの共同体」は、日本国内の小学校、中学校、高校で取り
組まれる授業改革を柱とした学校改革の取り組みである。また、「学びの共同体」の取り
組みは、日本国内にとどまらず、台湾、中国、韓国といったアジアにも広がっている。
「学びの共同体」における授業改善は、授業をグループによる協同的な学びへと変え、教
材や教科の本質に依拠した「真正な学び」（Kenneth,2010）と、「発達の最近接領域」
(Vygotsky,1987)の考え方に基づく「ジャンプのある学び」の成立を目指している。 
 「学びの共同体」に関しては、授業論として論じられる傾向がある。例えば、学習指導
要領の改訂を念頭におき「アクティブラーニング」との関連性を論じる研究（牧島,2016)
や、梅田(2013)のように授業における協同性の意味を論じる研究のように授業論の枠の中
で論じられることが多い。または、長澤（2015；2016）ように、「学びの共同体」の実践
校における協同的な学びにおける子どもの学びの過程を明らかにしようとしたものもあ
る。しかしながら、「学びの共同体」の取り組みは、「学校改革の哲学とビジョン」（佐
                            
1 生活コミュニケーション学科こども学専攻 
2 津市立朝陽中学校校長 
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藤,2012）であり、授業の改善を通じた学校の改革であり、単なる授業論や方法論に帰す
ことはできない。 
そこで本稿は、「学びの共同体」を学校改革として論じることを目的とする。対象と
したのは、A 県 B 市立 C 中学校の取り組みである。A 県における「学びの共同体」の取り
組みは、著者が把握しているだけで１００校を越え全国的にも盛んに「学びの共同体」に
取り組んでいる県である。その中でも B 市は、 １９校ある中学校の過半数が「学びの共
同体」に取り組んでいる。C 中学校は、津市の取り組みの中でも比較的早く取り組み始め
た学校の一つであるが、学校づくりとして「学びの共同体」に取り組み始めたのは、山本
成行校長が赴任した平成 26 年度以降である。 
 
２．Ｃ中における「学びの共同体」の取り組み 
2.1.津市の教育状況 
B 市では、園児児童生徒の減少に伴い幼稚園・小学校の統合が進んでいる。平成 29 年に
は、県下で初めてとなる義務教育学校が開校し、B 市立の学校は小学校 48 校、中学校 19
校、義務教育学校 1 校となった。                
B 市では「夢を持ち、国際社会に生きる自立した元気な人づくり」を基本目標に「夢を
もつ人づくり」「国際社会で活躍する人づくり」「自立した人づくり」を進めるため、生
涯にわたり主体的に生きていくための力の育成を目指している。 
また、B 市では平成 26 年度から各中学校区において小中一貫教育の取組が、進められて
きており平成 29 年度からは、すべての中学校区及び義務教育学校で学力向上と学校生活
への円滑な継続を目的に実践が進められている。 
C 中学校区においても、保幼小中一貫教育推進協議会という組織を立ち上げ、一貫した
人権カリキュラムの作成や校区の小学校の学年部会をはじめ特別支援教育や生徒指導等、
校区の保幼小中が中学校卒業時の生徒像を描き、どのように育成していくかを共有して取
り組を進めている。 
 
2.2.研究の内容                         
主体的・対話的で深い学びを実現するためには、これまでの一斉型の授業から、生徒
自身が課題を探求する授業が求められる。そして、探求においては、個々の考えに留
まることなく、仲間との聴き合う関係を重視し、ペア学習やグループ学習を積極的に
取り入れた授業づくりが不可欠であると C 中学校では考えている。 
また、この授業づくりを学校経営の核に据えることで学校全体の文化を新たなものに
創造していくことが必要であるとも考えている。C 中学校では、学びの共同体の理念の
もと、授業づくり、学校づくりを進めてきている。 
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2.2.1.学びの共同体の取組 
C 中学校では平成 27 年度より学校教育目標を「仲間とともに学び合い、主体的に生
きる生徒の育成」と設定するとともに研修主題についても同様の主題で研究を進めて
きている。このねらいは、研修に取り組むことが、学校教育目標の達成に近づくこと
を生徒も教師も実感できるようにとの思いからである。 
ア 主題設定の理由 
平成 29 年度に実施した生徒アンケートによると、C 中学校で行っている「学び合
い」による学習形態を“分かりやすい”と回答した生徒の割合が約８～９割いること
から、これまでの授業づくりの取り組みの成果が表れていると考えている。これから
も授業を学校生活の中心として位置づけ、「仲間と共に学び合う」ことを実践し、
「分かることを楽しい」と感じられる授業づくりを継続していく必要があると考えて
いる。 
C 中学校で行っているペア学習やグループ学習は、学び合う方法の１つであって、
教師は今日の授業で「何を学ばせるか」「どのように学ばせるか」を明確にして課題
を設定する必要がある。また、課題に質の高さが求められるため、教師も仲間ととも
に教材研究をする意識をさらに高めることが大切となる。そのために、自分の授業を
他者に開くこと、他者の授業から子どもの学ぶ様子を観て取ることで、教師の力量を
高めつつ授業づくりを進めなければならないと考えている。また、教師一人ひとり
が、主体的に学ぶ意識を持って日々研修を行い、子どもたち一人ひとりの学びを保障
し、確かな学力を身につけるとともに、主体的に生きる生徒を育成する為にこの研究
主題を設定した。  
  イ 研修の方法 
学びの共同体の理念・哲学に基づいて、ペア学習や４人グループでの学び合いを中
心に据えた授業（学びのルールに従った授業）を実践する。めざす授業は、わからな
ければ「わからない」と友達に言える活動を指導するとともに一人の「わからない」
から全員が学ぶという授業を実践する。また、子どもが全体の場で自分の考えを発表
する場合、一問一答のやり取りは避け、教師は絶えず子どもたちの様子に目を配り、
授業に参加できていない子を仲間とつなぎ、学びを保障することを、授業者の最大の
責務と考え、取組を進めている。  
a 教科の本質を捉え、課題を設定するために、教材研究に取り組む。  
b 実践事例をもとに省察する研修を行う。  
c 他者に授業を開き批評を受ける。（全員が一年に一回以上授業を公開する） 
d 事例実践から、指導技術を学ぶ。  
e 学年や教科を越えて、日常的に授業を見合い、子どもの変容を観取る。  
353
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
人文科学・社会科学編 第 2 号 2019 
長澤 貴，公立中学校における授業改革を軸とした学校改革の取り組みについて 
f 授業法を観るのではなく、子どもが学ぶ事実を観る。（校内でお互いの授業を観に
行く） 
g 近隣実践校の公開授業研究会に参加する。（他校の実践を一年に一回以上は参加す
る）   
   ＝学びのルール＝ 
① 人の話は、じっくりと聴こう。 
② 「わからない」ときは、まず自分で考えよう。 
③ 考えても「わからない」ときは、「わからない」と言おう。  
④ わからない」ときは「教えて」と言おう。  
⑤ 「教えて」と言われたら「わかる」まで説明しよう。  
⑥ 「わかる」まで聞こう。 
聴き合い、学び合おう！    
 
2.2.2.平成 29 年度具体的な取組 
ア 学校づくり、授業づくりの方針 
・すべての子どもの学ぶ権利を保障され授業づくりを学校経営の核に据える。 
・すべての教師が専門家として育ちあう集団をつくる。 
・子どもひとりひとりが「主人公」となって学び合う関係を築き、教師と協力して
改革を推進することなしに学校づくり、授業づくりを成し遂げることはできないこ
とから子どもは、最も信頼できる学校づくりの同士と考えて改革を行う。 
イ 授業形態 
授業形態は男女市松模様の４人組を基準にし、原則として学力の異なる男女４人
グループとする。また、全体での指導を行う場合は、机の配列をコの字型にし、子
ども同士、子どもと教師が向き合える環境をつくり、いつでも子どもが他者に聞け
る環境をつくる。 
 ウ 授業実践研修会 
  研修を推進していくためには、教職員ひとり一人が授業を開き、研修を深めてい
くことが大切である。そのために、本校では、年度当初に初任者・転入者・希望者
を対象とした提案授業（師範授業）を行い研修をスタートしている。  
  また、本校の取り組を広く公開し、他校の教職員にも参加していただき公開授業
研究会を年間４回開催している。この研究会には、外部から講師を招聘し指導助言
を受けている。また、指導していただいている助言者には、複数年携わっていただ
き授業づくりにとどまらず、学校づくりに対しても指導を受けている。平成 29 年
度からは、内１回を校区の保幼小中一貫教育を進めるための授業改善研究会と位置
づけ、校区の小学校および幼稚園・保育園の教職員も参加している。  
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  研究会の内容については以下のとおりである。  
a 公開授業研究会事項（例） 
２・３・４限目  全クラス公開  
５限目 授業提案  
－授業参観するときの視点－  
 ・聴き合う関係が成立しているか。  
 ・子ども同士をつないでいるか  
 ・1 人１人の学びは保障されているか  
（研究協議会・グループ討議は、上記 3 点で行う） 
 内容 
 グループ討議  
 グループ討議の交流  
 助言・講演会  
b 授業デザインについて  
 公開授業研究会では、全学級の授業及び提案授業については、全職員が授業の展
望・ねらいを記した授業デザインを準備する。  
 
 （例） 
 １日時 平成 29 年 9 月 6 日（水）5 限目 
 ２学級 2 年 3 組【場所：体育館】  
 ３単元名 一次関数  
 ４単元計画 
   一次関数とグラフ・・・9 時間 
   一次関数と方程式・・・5 時間 
   一次関数の利用・・・・4 時間 
５本時の目標  
   ・共有課題 1 目盛りが１でないグラフ用紙に一次関数のグラフを書くことができ
る。→傾きとは何かがわかっている。  
   ・ジャンプの課題 自分の解き方を、他の人にわかるように説明することができ
る。 
    ６授業の流れ  
① x と y の関係を、グラフに表す。               【グループ】  
② グラフから一次関数の式を求めることができる。【グループ】  
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    ７参観の観点  
    ・ひとりひとりがじっくり考えているか。  
    ・わからなときに周りに聞けているか。  
    ・他者の話をじっくり聴けている。  
   
  エ 他校との共同研究 
  a 教科部会 
本校で開催している教科部会に、T 市内で同様の授業研究を行っている学校より
教員数が少ない教科（音楽科 技術・家庭科 美術科）の教員に参加してもらい、
教科の本質や指導法、教材などについて交流し研究を深める機会としている。  
b 校合同研究会 
平成 27 年度より、同様の研究を進めている他地域の学校（D 市立 E 中学校・F 町
立 G 中学校）との共同研修会を行っている。（8 月 21 日） 
平成 29 年度は、「聴く・つなぐ・もどす ～聴き合う関係づくり～」テーマに研究
協議を行った。 
 
2.3.おわりに 
2.3.1.成果 
 全国学力学習状況調査から（平均正答率の推移と小学校からの改善率） 
（表１ 平均正答率の推移） 
 
 
（表 2 小学校からの改善率） 
 
表 1,2 からも見て取れるように学力については着実に改善してきている。特に、小
学校６年時と中学校３年時の比較においては、国語 B はやや全国平均をしたまわって
いるものの改善幅が大きくなっている。 
国語A H27 H28 H29 国語B H27 H28 H29
C中学校 74.7 75.4 79.1 C中学校 62.3 65.9 71.1
全国 75.8 75.6 77.4 全国 65.8 66.5 72.2
比較 -1 -0 +2 比較 -4 -1 -1
数学A H27 H28 H29 数学B H27 H28 H29
C中学校 61.3 65.7 75.6 C中学校 36.1 45.8 52.7
全国 64.4 62.2 64.6 全国 41.6 44.1 48.1
比較 -3 +4 +11 比較 -6 +2 +5
国語A 国語A
国語B 国語B
数学A 数学A
数学B 数学B
+1.4ポイント
+3.9ポイント
+2.9ポイント
+2.0ポイント
H25年小6年次→H28中3年次 H26年小6年次→H29中3年次
+0.3.ポイント
+3.1ポイント
+11.0ポイント
+4.5ポイント
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（１） 生徒たちの変化 
平成 26 年度赴任当初、各教室を回ると大きな問題は見受けられなかったが、授業を
うける教室には、ゴミが落ちていたり、集中できずに伏している子どももみられた。
また、校舎内のガラスが割れるということもよくみられた。現在は、教室にゴミが落
ちていることはなくなり、ペア学習やグループ学習を実践することでほぼ全員が、授
業に取り組めるようになってきており、生徒たちもこのような授業形態を肯定的に捉
えるようになってきている。また、入学当初、落ち着きのなかった面のある生徒が数
人いた学年についても、学び合いの授業が定着してくると落ち着いて学校生活を送れ
るようになり、問題行動は、ほぼなくなってきている。 
平成 27 年度の卒業式では、卒業生が以下のような答辞を読み上げた。 
 
卒業生答辞より（平成 27 年度） 
入学したときは驚いたけど、今ではすっかりおなじみのコの字型に並ぶ机。初め
は、「学び合い」と言われても良くわからなかったし、何のために変な並べ方にし
ているんだろうと思っていました。でも、コの字型で授業を受けてみると、みんな
の顔がよく見えるし、近くの人と話がしやすいし、学び合いってこういうことなん
だなあと分かってきました。 
国語や社会では、人の意見を聴いて自分の考えが変わったり、より理解が深まっ
たりしました。数学や理科では、難問にみんなで挑戦し、解けたときには、「やっ
たー！」と喜び合ったこともありました。音楽の時は、歌のイメージをみんなで共
有しました。 
一人で勉強することは家でもできます。一人ではなく、みんなの考えを聴いた
り、自分の考えを伝えたりして、みんなで学ぶという授業を三年間経験してきまし
た。その中で、人の話を聴く力や自分の考えを相手に伝える力がついたと思いま
す。 
机を班のかたちにするのがめんどくさいなぁと思ったこともあったけど、今は、
やっぱり学び合いの授業をすることができて良かったと思います。 
受験勉強をして問題を解いていても、「この時はこんな話をしたなぁ」と思い浮
かんできます。学校行事だけでなく、学び合った毎日も、私たちのかけがえのない
思い出です。 
 2.3.2.課題 
    毎年行わる人事異動において、教職員集団が再編成されることによる、研究継続
に大きな課題がある。また、研究を継続していくためにはしっかりとした教材研究
や教材の準備が必要不可欠となるため、総勤務時間の縮減に取り組んでいく必要が
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ある。引き続き「主体的・対話的で深い学び」を実現していくためには、校長の強
いリーダーシップと教職員集団のまとまり（同僚性の高まり）が重要であり、校長
が交代するときの引継ぎや他校とのネットワークづくりが大切であると考えてい
る。そのためにも校長間の情報共有を校長会の場を通して密にしていきたいと考え
ている。 
 
３．おわりに 
 本稿は、B 市立 C 中学校における「学びの共同体」の実践と、その実践を通しての学
校改革の記録である。「学びの共同体」の実践がいかにして学校改革につながっていっ
たのかという点について、一つの事例を提供した。 
 しかし、C 中学校が「学びの共同体」の実践として行った、授業実践研修会や他校と
の共同研究といった一つ一つの取り組みが、学校改革にとってどのような意味を持った
のかということは明らかになっていない。一つ一つ、一校一校の実践の独自性
(singularity)を重視するという意味で、C 中学校の取り組みを「学びの共同体」およ
び学校改革の取り組みとして典型化、一般化することは企図しない。しかし、一つ一つ
の取り組みを理論的に意味づけることが、C 中学校の取り組みの独自性を明らかにし、
そして、C 中学校の取り組みをさらに進めることにもつながるのでなかろうか。 
 C 中学校の取り組みの一つ一つを理論的に意味付けていくということを今後の課題と
したい。 
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A School reform Centering on Lesson Reform  
in Public Junior High School 
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Abstract 
‘Learning community’ is an effort of school reform focusing on improving classes to 
transform classes into cooperative and explorative learning. However, concerning the 
practice of 'learning community', it is often discussed as methodology of lesson. And 
research has been advanced focusing on clarifying how children learn there. However, 
as the ‘learning community’ is the philosophy and vision of school reform, it is 
necessary to focus on the viewpoint of  ‘learning community’ as school reform. In this 
article, we will focus on the efforts of Tsu Municipal Choyo Junior High School, which 
tackles the ‘learning community’ as a school reform in Tsu City, Mie Prefecture, and 
attempts to clarify the practice of school reform in the ‘learning community’. 
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